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第２７回全日教連教育研究全国大会 栃木宇都宮で開催 

大
会
主
題 

「
生
き
る
力
」
を
育
て
る
質
の
高
い
教
育
の
創
造 

 

～
学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
豊
の
心
を
育
む
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
～ 
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ϩᴬЫϥ   

 ṳ Ѿᴬ ϥ  ˠ˶ ̖Ƹ 

 この事業は教職員の能力向上を期して実施する研修や研究発表・視察等の各種事業に対し助成

するとともに、自己研鑽の機会を提供し、教職員の「自己啓発」の促進を図ることを目的とした

ものです。 

 今年度から会員個人の助成が、昨年度までの5割助成、上限10,000円から10割助成、上限

20,000円となりました。 

 この事業は平成１９年度から始まりましたが、下の表からも分かるように、年々申請件数、助

成金額ともに伸びています。この数字の中には会員個人の申請だけでなく、グループや団体から

の申請も含まれているとのことですが、ほとんどは会員個人からの申請だそうです。 

 

 

 

 

 

 

 助成対象は、1 研修費用（受講料、入場料、交通費、資料代） 

       2 教員免許更新制の受講に係る経費（受講料、入場料、交通費、資料代） 

       3  文化・芸術・スポーツ等の鑑賞に係る経費（受講料、入場料、交通費） 

       4 各種免許・資格取得に係る経費（受講料、交通費）      

                                   です。 

 助成対象1,2は実際お金がかかるのでありがたいと思います。 

 1,2が当てはまらない方は、3での申請がしやすいでしょう。 

 いくつかの研修をまとめて申請しても構いません。その場合、領収書はクリップ留めではなく

別紙にのり付けをして提出してほしいそうです。また、チケットの半券で金額が分からなけれ

ば、チラシ等金額の分かるものが添えてあればいいそうです。 

 4の各種免許・資格取得に係る経費とは、例えば部活で必要なマイクロバスの免許を取ると

か、柔道、剣道の昇段試験を受けるとかが考えられます。 

 せっかくの制度ですので、ぜひ利用されることをお勧めします。 

 詳しくは互助会ホームページをご覧ください。申請書等もあります。 

  http://www.shimakyogo.jp/ 会員専用サイトのユーザー名：kaiin パスワード：gojo 

346 658 2,509 304
7,235,333 13,711,17126,607,739 6,472,725

 ７月１８・１９日、全日教連本部

において、第２回給与法制局会議が

開催され、事務局長が参加した。会

議では、署名活動、教員免許制度、

定数改善の在り方、学校の過密化の

改善（学校週５日制）、インクルー

シブ教育、教育公務員への協約締結

権の付与、新しい職各県任用実情、

各県の要望活動など多くの事項につ

いて協議され、今後の方向性が確認

れた。 
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